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【キーワード】 東日本大震災  仮設住宅の撤去・集約化  仮設住宅から仮設住宅への移転 
        新たなコミュニティづくり  支援のあり方 
 
（内容の概要） 
  1 ．陸前高田地域再生支援研究プロジェクトの調査活動について 
  2 ．陸前高田市における復興の進展と仮設住宅の状況 
  3 ． 8 年目を迎えた仮設住宅における暮らしの概要 
  4 ．栃が沢災害公営住宅における新たなコミュニティづくり 
  5 ．外部支援団体等による取り組みについて 
  6 ．各地区の仮設住宅における暮らし 
   ① 高田町の仮設住宅 
   ② 竹駒町の仮設住宅 
   ③ 横田町の仮設住宅 
   ④ 気仙町の仮設住宅 
   ⑤ 米崎町・広田町・小友町の仮設住宅 
   ⑥ 矢作町の仮設住宅 
   ⑦ 住田町の仮設住宅 
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 この調査は、2011年から 8 回目の調査となる。自治会長さんに、事前に協力を得た上で、入居
後約 7 年が過ぎて仮設住宅におけるこの 1 年の転出・転入の状況、仮設住宅の撤去・集約化につ
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に法政大学大学院人間社会研究科研究倫理委員会に審査を申請し、承認を得ている。（2018年 8 月 
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解体・撤去作業が進む高田 1 中仮設住宅団地 解体・撤去が終了した長砂（高田高校第 2 グ
ラウンド）仮設住宅団地跡 
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 岩手県復興局生活再建課によると、2018年 8 月末現在の陸前高田市の応急仮設住宅の状況は、
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表１ 陸前高田市の応急仮設住宅の入居状況 
               岩手県復興局生活再建課 （2018 年 8 月 31 日現在） 
整備状況 団地数  53 
建設戸数  2,168 
福祉仮設住宅 棟数 2 
 戸数 20 
談話室  8 
集会所  3 
解体状況 団地数  23 
解体戸数（用途  658 
供与及び入居状況 団地数  30 
供給戸数  1,510 
入居戸数  309 
入居者数  749 
入居率  20.5％ 
空き住戸(活用状況) 空き住戸  1,201 
   倉庫等 73 










高田町 3/4 128 34 26.6% 
竹駒町 5/5 183 56 30.6% 
横田町 2/2 87 16 18.4% 
気仙町 1/2 42 9 21.4% 
米崎町 2/3 165 34 20.6% 
広田町 0/1 132 3 2.3% 
小友町 1/1 163 22 13.5% 
矢作町 2/2 53 19 35.8% 
計 16/20 953 193 20.2% 
住田町 2/2 67 19 28.4% 
合計 18/22 1,020 212 20.8% 
 
 
 このように、2018年 8 月時点での被災世帯の入居状況は、この 1 年間で全体的にさらに減少し、
地域別でも相違が生じており、居住世帯がほとんどなくなった地域もある。その一方、自治会長の
インタビュー調査からも、高田町や気仙町今泉地区の区画整理事業や嵩上げ地区の造成の完成、引
き渡しまでにあと 1 年程度かかる地区も一部あり、移転までに 2 年程度かかる世帯も少なからず
あることが予測される。 
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 市の改訂された仮設住宅の撤去・集約化の基本的な方針にもあるように、2019年度に14団地が
残り、さらに滝の里工業団地は、2020年度まで存続する予定となっている。 
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 自治会は、2017年 3 月17日に近くの公共施設の大ホールに直接約90％の216世帯が集まり、総会
が開催され結成されている。自治会の加入率は、100％となっており、 6 棟の建物を各 6 ブロック
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５．外部支援団体等による取り組みについて 
 
























 2017年 9 月以降に各仮設住宅に入った外部支援は34団体、詳細不明が 4 、個人が 2 であったこ
とが調査から分かった。支援団体の内訳は、「NPO・ボランティアグループ」が13団体、「企業」
が 5 団体、「大学」が 3 、「中高生」のグループが 3 、「生協・組合」 3 、「教育関係者」 2 、「宗教
団体（寺）」が 2 、「日本赤十字社」 2 などと続く。 
 また2017年 9 月以降の活動件数は43件であった。外部支援の件数については、インタビューに
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お答えいただいた自治会長さんが把握をしているものに限るが、図 1 の通り、年々減っている。 
 外部支援活動の内訳は、「交流会や各種イベントの実施」が11件、「物資提供」が10件、「居住環
境の整備」が 9 件、「お茶会・カフェの実施」 3 件、「各種教室・サロンの実施」が 2 件、「仮設運
営支援」 2 件、「健康支援」 2 件、「金銭支援」 2 件、「足湯・マッサージ」、「炊き出し」が 1 件と
続く。 
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25戸に居住者が住まわれている（うち目的外使用は 7 戸）。この一年で 7 世帯が入居し、 3 世帯が
退出している。 
 以前から継続して訪ねているお寺や大学による支援は受け入れており、住民との交流があるよう
だ。しかし新しく入居された住民の方は、「自立再建で出る予定が見えているために 2 、 3 ヶ月だ
け住むことになるので積極的に顔合わせをしたりしない」とのことである。移転先が決まり、一時
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図３ モビリア仮設住宅イベント情報      
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つあるという。陸前高田JCは震災直後 6 、 7 名ほどの少数の会員で組織されていたが、現在は会
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図５ 「MINATOのMeeting」の様子      
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 陸前高田の中心部である高田町は、この 1 年で大型体育施設「夢アリーナ」、「県立高田病院」
など新たに公共施設が完成、開館するなど大きく環境が変化している。それに伴い、高田町の仮設
住宅も、この 1 年間で大きく変化している。昨年 8 月の自治会長のインタビューによると、高田
町の仮設住宅には、約125戸の被災世帯が居住しており、入居率24％となっていた。そして、2017
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 高田町の仮設住宅における被災世帯は、昨年の 8 月から97戸程度減少していると推定される。
一昨年の 8 月から 1 年間で162戸程度が転居しており、昨年度に続きかなり減少している。但し、
他の仮設住宅から転居している世帯もあり、おおよその数となる。 
 転出先の詳細は、すでに高田 1 中、栃ヶ沢仮設が解体されていることから不明だが、土地の引
き渡しが済み、住宅の建設が進んだ高田町の高台への移転が多いと推測される。また、自力再建や
災害公営住宅へ転居もあるとうかがった。 
 自治会長のインタビューによると、この 1 年の他の仮設からの転入は、中和野で 7 世帯、太田
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あるため、不安を感じるとの声もあった。 

























 竹駒町の仮設住宅は、昨年 8 月から 1 年間で合計35戸の転出があった。その多くが高田町と気
仙町（今泉）出身の世帯で、高田地区と今泉地区の土地区画整理事業区域の高台に住宅を再建した
世帯が合計26戸（うち今泉が17戸）、一昨年の 1 年間に転出が多かった災害公営住宅については
栃ヶ沢（高田町）と今泉に各 3 戸、中田に 2 戸の合計 8 戸の転出があった。団地別に転出入を見
ると、この 1 年間で最も転出が多かったのが、滝の里団地の10戸であり、そのうち 8 戸が今泉の
解体作業が進む高田 1 中グラウンド仮設 インタビュー風景 自治会長は、7 年以上の仮
設住宅での暮らしを経て来年にはようやく住宅
再建がされるとのこと。
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高台に住宅を再建した。次いで転出が多かったのが下壺団地の 9 戸となっている。ここも 2 / 3 の 
6 戸が今泉又は高田地区の高台に住宅を再建した世帯だった。相川団地からの転出した 8 戸も大半
が今泉又は高田の高台に住宅を再建した世帯だった。細根沢団地も転出した 4 戸のうち 3 戸が高
台（全て今泉）に住宅再建した世帯だったが、上壺団地では転出した 4 戸のうち 3 戸が災害公営
住宅に入居した世帯だった。 
 一方、この 1 年間に解体・撤去された仮設住宅からの転入が合計22戸あった。そのうち19戸が
最終的に残る予定の滝の里団地の19戸となっている。内訳は今泉出身が13戸、高田町出身が 6 戸
で、解体撤去された竹駒小、高田一中、高田高校、長部小の各校庭の仮設住宅及び矢作町の仮設住
宅からの転入だった。転入世帯の中には、仮設住宅の引越しが 2 回目の世帯が複数あった。 
 
高齢者と子どもの暮らし 
 竹駒町の仮設住宅には 1 年前、独居老人は 2 人だが、そのうちの一人は、津波で自宅が被災し
たが、震災前に陸前高田市を離れていて住民票がなかったため、被災者としての扱いを受けられて
いないとのことだった。 
 15歳未満の子どもは、前回調査から 9 人減ったが、まだ小学生が 7 人、中学生が13人の合計20
人が 8 年目になっても仮設住宅に居住している。全て滝の里団地の居住者である。 
 
空き住戸の利用と管理 
 空き住戸は、 5 団地で合計78戸ある。その半数近くの36戸が滝の里団地に集中している。滝の
里団地の全住戸数の約 4 割にあたる。下壺団地は全住戸数の 3 / 4 にあたる15戸、上壺団地は全住
戸数の約半数の 6 戸が空き住戸になっているが、相川団地は目的外使用が多いため 3 戸にとど
まっている。 
 目的外使用の住戸は 5 団地全部で39戸あり、最も多いのが相川団地の18戸、次いで滝の里団地
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住環境の問題と改善 
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沢団地の 2 団地が被災者の生活の場となっている。2018年 9 月には堂の沢団地の撤去も予定され
草刈りを行った団地内の斜面（下壺） 仮設の集会所でのインタビュー風景（滝の里） 
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 横田町仮設住宅への転入状況をみれば、久連坪団地の解体に伴い、 2 世帯が隣接する志田実団
地に転入したが、この 2 世帯はすでに住宅再建を行い、転出しているため、実質的に新たな転入
者が団地内に住み続けるという状況はない。 
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仮設住宅の住環境と周辺環境の変化 

























                                （藤賀雅人／工学院大学） 
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 気仙町の仮設住宅は、前年度に 4 団地が撤去解体され、現在も生活の場として利用されている
のは二日市団地と隣接する二日市第二団地の 2 団地のみである。 2 つの団地を合わせて42戸の住
戸が建設されているが、2018年 8 月時点、被災居住者は 9 世帯（二日市団地 7 世帯、二日市第二
団地 2 世帯）と少なくなっている。居住者の被災前居住地は、全て気仙町の方で、今泉地区 5 世
帯、長部地区 4 世帯となっている。また、両団地にお住まいの方は、矢作町など、陸前高田市内
の他団地から転入された方が多いことも特徴である。なお、目的外利用として、二日市第二団地で
は 3 戸が派遣職員の住宅として活用されている。 
 
居住者の転出入と転出見込み 
 昨年度 8 月の段階では二日市団地10戸、二日市第二団地 6 戸が被災住民の住居として利用され
ていたので、この一年間で二日市団地 3 世帯、二日市第二団地 4 世帯の計 7 世帯が転出したこと
になる。この 7 世帯の転出先は、今泉・長部の災害公営住宅、今泉地区集団移転地・高台造成地
への転出がほとんどで、気仙町の復興事業の進捗に応じた転出が進んだといえる。 





 昨年度、二日市団地には独居老人の方が 1 名いらっしゃったが、災害公営住宅に転出したこと
で、気仙町の仮設住宅には単身高齢者・子供がいない状況となった。住んでいる方のほとんどが
インタビュー風景 旧小学校校舎の保育園利用 
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■米崎町・小友町・広田町の仮設住宅 
はじめに 
 米崎町・小友町・広田町の 3 町には、当初16団地（モビリアは 1 団地として計上）、798戸（全
市の建設戸数の36.8％）の仮設住宅が建設された。それから 7 年が経過し、防災集団移転促進事業
や災害公営住宅の建設も完了して被災者の住宅再建が進み、それに伴う仮設住宅の集約・撤去も進






 米崎町・小友町・広田町の 3町では、この一年間で 6 団地が撤去され、居住世帯数は約45世帯減
少したが、集約化の受皿となった神田（旧米崎中）仮設団地では転入が転出を上回り、一年間に比





 なお、平成29年度末に解体予定だった大久保第 2 （旧広田水産高校）仮設団地には現在も住宅
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 矢作町の 2 つの仮設住宅には合計53戸が居住できるが、現在は被災者世帯が 2 つの仮設住宅合
計で18世帯（打越仮設： 4 世帯、諏訪仮設：14世帯）居住しており、34％の居住率（18/53）と
なっている。前年と比較すると自宅再建や災害公営住宅、市外への転居等で大きく減ってはいるが、
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諏訪仮設住宅には撤去された矢作町の愛宕下仮設住宅（ 2 世帯）、および横田中学校仮設住宅（ 1 
世帯）から合計 3 世帯が転入してきている。この 1 年で諏訪仮設住宅からは栃が沢公営住宅への
転居、今泉地区高台への自宅再建で合計 3 世帯が転出している。今年は米崎地区へ 2 世帯、今泉
高台へ 3 世帯、今泉の嵩上げ地に 2 世帯が自宅を再建して転出予定となっている。一方、打越仮








 2018年 8 月現在、独居高齢者は、諏訪仮設で 3 名、打越仮設では 0 名の合計 3 名となっている。



















現代福祉研究 第19号（2019. 3） 





























                            （崎坂 香屋子／帝京大学大学院） 
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2018年 8 月 6 日現在も、中上団地と本町団地の 2 団地に合計67戸が所在し、そのうち19戸に被災
世帯が居住している。従前居住地別の内訳は、気仙町 8 戸、高田町 7 戸、広田町、小友町、大船
渡市、気仙沼市から各 1 戸となっている。このほか、町営住宅などが満室のため、新たに移住し
た町役場職員や地域おこし協力隊員らが 7 戸を目的外使用している。 
 
居住者の転出入 
 2017年 8 月からの 1 年間に、住田町の 2 団地から転出した被災者世帯は、中上団地が 5 戸、本
町団地が 3 戸の合計 8 戸だった。従前居住地別の転出戸数の内訳は、高田町出身の 6 戸が最も多
く、その他は気仙町出身と大船渡市出身の各 1 戸が転出した。 
 中上団地から転出した 5 世帯のうち、高田町出身は 4 世帯で、残り 1 世帯は大船渡市出身の世
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 住田町の仮設住宅は 2 名以上が入居条件となっていたので、これまでは独居老人がいなかった
が、現在は 1 名の独居老人が中上団地に居住している。15歳未満の子どもは、昨年 8 月から 1 人
減ったが、今年 8 月現在も小学生が 2 人、中学生が 4 人の合計 6 人が居住している。 
 
空き住戸の利用と管理 
 住田町の 2 団地を合計すると現在、目的外使用の 7 戸をあわせて26戸が居住用に利用されてお
り、居住者の談話室等を除くと、合計41戸が空き住戸になっている。団地別の内訳は、中上団地
が33戸、本町団地が 8 戸である。 
 本町団地は当初からの住棟数（＝住戸数）に変化がないが、中上団地は昨年 8 月からの 1 年間
に合計 5 棟を解体・撤去した。住田町は、災害救助法の適用外で建設されたため、空き家となっ
た仮設住宅は、解体費は自己負担とし、 1 戸 3 万円で払い下げている。昨年中に解体・撤去した
中上団地の 5 棟のうち、 2 棟は高田町の介護老人保健施設の職員用住居、もう 1 棟は大槌町の医
療法人に移設した。残りは松山市の久米公民館が 2 棟分の部材を運んだ後、使える部材を選んで、










 本町団地は今年 6 月の総会において自治会を解散した。以前から行われてきた体操教室も今年 6 
月が最終回となった。このままだと住戸内から引きこもりがちになることから、お茶会が月 1 回
定期的に行われている。 
 中上団地は、毎年開催してきた総会を今年は開かなかった。自治会機能は継続し、 2 班体制も
居住 8 年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 






居住者と退去者に配布している。また、今年も 1 月に、退去者も交えた新年会を旧火石団地と 3 
団地合同で開催し、20～25名の居住者（退去者を含む）と支援者、役場関係者で合計30名程度参
加した。 
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有効回答数　　　；    93
有効回答率　　　； 43.9％　　　
回答者の属性
性別　男性   ；46％、女性；52％




　　　気仙町（長部）；    4％
　　　米崎町  　　　 ；    4％
         広田町  　　　 ；    2％
         陸前高田市外　；　 1％
　　　
年齢　20代   　　；    1％
　　　30代   　　；    2％
　　　40代   　　；    8％
　　　50代   　　；  20％
　　　60～65歳  ；  15％
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立ち話程度はする人 22% 67% 10%
会えば簡単な挨拶をする
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この結果は、第 1回（平成 25年度）、第 2回（平成 28年度）のアンケート結果と同等の割合となっています。
経済状況について「非常に苦しい」が 13％、「かなり苦しい」が 21％となっており、3割以上の世帯が経済
的に苦しいと答えています。特に、「非常に苦しい」との答えられた方は、第 2回（平成 28年度）の結果よ
りも 5％高くなっています。
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